
景観からの地域づくり（景観点検）事業 公募のお知らせ 

 県では、景観からの地域づくり（景観点検）事業を実施いただけるＮＰＯや住民団体を募集します！ 
 

１ 景観からの地域づくり（景観点検）事業  ～地域の皆さんで、地域の景観を考えてみませんか～ 

 (１) 募集する団体  県の委託を受けて、身近な地域で、県が示す景観点検の手法（『いわて景観ハ

ンドブック』第２部：別紙参照）などを参考に、住民参加により次のいずれかの事業を行っていただ

けるＮＰＯや町内会等の住民団体を募集します。（県内２箇所程度。） 

なお、具体の事業の内容については、各団体の企画提案となります。また、受託団体を決定後、事

業実施に関する委託契約を結ぶこととなります。 

ア 観光地の景観点検           

  イ 地元の隠れた景観資産の発掘活動 

  ウ 旅行者に見せたい地域の景観マップ作成 

  エ 町内会の街並み美化を目的にした改善検討 

  オ 地域の自慢したい風景の写真展 

 カ その他地域の景観のあり方を地域住民が考えるための企画活動等 

    （景観形成住民協定締結に向けた取り組みを含む） 

 (２) 応募の手続き 平成 26 年 6 月 30 日（月）まで に 企画提案書を各市町村景観行政担当課にご

提出 ください。 

なお、企画提案書作成の際には、実施予算額を 1 件 18 万円程度としてください。 

 

２ 受託団体の決定等 

 県都市計画課において、提出いただいた企画提案書を基に、事業の独自性、地域性及び発展性などによ

り選定し、その結果は平成 26 年７月下旬までに応募者全員に文書で通知します。 

 

３ お問合せ先 

 岩手県県土整備部都市計画課 まちづくり担当 電話 019-629-5891 AG0007@pref.iwate.jp 

 詳細な募集要項や企画提案書の様式は、岩手県のホームページからダウンロードできます。 

 

具体の取り組みイメージ 
※ 次のような取り組みが考えられますので、参考にしてください。（これ以外の提案も可能です。） 
 
１ 景観からの地域づくり（景観点検）事業 
 景観点検の手法を活用し、次のいずれかの事業を実施する。 （(１)～(５)以外の提案も可能です。） 
（１） 観光地の景観点検による意識醸成 
（２） 地元の隠れた景観資産の発掘活動 
（３） 旅行者に見せたい地域の景観マップ作成 
（４） 町内会の街並み美化を目的とした改善検討 
（５） 地域の自慢したい風景・写真展 
 
 

具体の取り組みイメージ（「いわての景観ハンドブック」第２部より） 
※ 次のような取組みが考えられますので、参考にしてください。（これ以外の提案も可能です。） 
 
１）歩いて目で見て確かめてみましょう。 
 ・地域の景観はどうなの？景観を調査してみましょう。 
 ・気になる景観資源をチェック。 
 
 
 
 

２）結果をまとめて、発表してみましょう。 
 ・地域イメージマップをつくる。 
 ・意見・感想をまとめ、特徴・問題点を明らかにする。 
 ・これからについて話し合い、発表する。 
 
 
 

（※具体の活動事例は裏面を参照して下さい。～平成 25 年度北上市景観点検事業報告書概要版 
このほかの過去の事例については、岩手県〔都市計画課―景観づくり〕のホームページでご覧になれます。 

 【裏面へ続く】 
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黒沢尻東地区 展勝地西岸景観点検・修景実験事業 

平成２５年度岩手県景観からの地域づくり（景観点検）事業 北上市黒沢尻東地区報告書概要版 

＜地域の資源＞ 
北上市を代表する景勝地
である「展勝地」。 
展勝地は、陣ヶ丘、男山、
国見山や、桜並木等に多
くの観光客が訪れている。 

＜課題①＞ 
展勝地は、北上川西岸や和賀川
等も構成要素に含まれているが、
北上市民、観光客が注目するの
は桜並木やレストハウスのある
東岸のみとなっている。 

＜課題②＞ 
北上川西岸、特にレストハウ
スの対岸は、整備等がこれま
で行われてきておらず、あま
りよい景観とはいえない。 

＜今回のテーマ＞ 
 

「展勝地西岸を地域の宝として、市内外の人々
に誇れる場所にする」 
 

○そのために本事業で実施すること 
 ①展勝地西岸の景観の構成要素、課題を洗い出す 
 ②よりよい景観形成に向けた修景実験の実施 
 ③今後の資源活用に関しての方向性を検討する。 

対象エリア 

○景観点検 
日時：平成25年8月31日 
場所：展勝地・北上川河川敷周辺 
参加者：22名 
レストハウス側と対岸堤防側（西側）の 
2コースから点検し、良い景観、悪い景観 
等を多く見つけ出し写真に記録した。 

○修景実験 
日時：平成25年9月28日 
場所：展勝地及び対岸河川敷周辺 
参加者：38名 
景観改善として、河川敷を一部刈払い、 
修景実験を行った。荒れ放題になってい 
る河川敷は専門業者に刈払いを依頼、 
その後刈った草木を住民で集積整理した。 

○検討会 
日時：平成25年10月23日・12月12日・平成２６年１月１６日 
場所：黒沢尻東地区交流センター 
今回の景観点検、修景実験をふまえ、将来像、今後の取り組みの具体的方
針の検討を行った。 

＜今回の成果＞ 
 

・地域住民の力で、よい景観をうむこと
ができるということが実感できた。 
・行政とのパートナーシップにより、地
域課題がより解決することが経験できた。 

＜今後の取り組み＞ 
 

・西岸から見る展勝地の桜並木の景観を
活かせる場所づくり 

・桜まつりで列車を利用する観光客のた
め、船着場までのルート案内板の設置 

・西岸からの桜並木を楽しんでもらうた
めの桜の植樹 
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